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41 が 95 


巧 w かか ホ お ドイツ 巧 做を - 
蜗巧 火な ハンス-フランク 巧 巧 

新獨您 刑法に 對 ずる 喊民社 會ホ義 的 綱が (ぶ一 迎 


(璧展 一 九 己 五が】 


執筆 戴な 

ラィヒ化化が-??^お フィ ッシ H ルが ± 
ラィヒ 化が 部な 化な 策 課な バルト 博 止 
网民ぶぶド ィ ツ ：？^^協な巧術が-む ヴ ル ト マ ン が止 


本 挑 化む ると ころは 巧 ドィツ 刑 化に おする 巧 お札を 尘菜 的销 がの 巧靜 である。 

义 かま 林な 叟が注 學望黨 空 A 巧 か タトに 譯」 たも Q を冀に 化へ が 

巧した ので ある。 

昭か 十】 が 十 H 

川 法 火た な 巧 調 か 課 



一、 闲 ほなみ 主 お ドイッ 巧 化を 闲 みおれ- ンス •フランク 巧 ナ-巧 

二、 一义 S 五が 一二 月 十一 日ょ 6 十六 日に 冗 A て、 フイ シュバ ブー ウの ブラ イブ ンシュ 
タインに めける ドイッチュ. ホ— フに閒 かれた る闲民 化み ホ 度 ドイッ 巧 做な の ラ 
イヒを 巧 部の 刑法を U わみ 巧 巧が 

一二、 闻 はか みちお 刑を 化 化： 巧ち 

四、 甲 闻 ほかみ ホ お 刑な 耕が 

適用 

I 刑罚 •化が 脚 保 

n 化那 脚な 

ffl 刑 巧 脚が 

巧， こ 巧 ほかみ 主 巧 刑な 期饰 巧め 

I 刑 別 化が 脚 巧 

n 巧が 脚 巧 


面巧义 巧の 他の お々 口-丸 

0 ^ ^ 一 S 

W A 151 S 

A 化 罪むな のタ ホな 巧 S 

B 巧の か ホ ご 

C 刑の 巧拍 置 

お、 化が 人 及 化 巧に 巧す るか もな 巧の なる 化撕 について 巧 


g 一一が が 則が 巧 逸 刑法に 對 する 国民 社を 主義 的 綱領 贾 一部) 

_ 固 民社會 をを ドィツ お 慟黨國 巧 長官 

ハ シス •フラ シク 博 ± 序 

ド ィブな 巧 巧 i ± 巧の 刑を を：：！ みのが お閲始 にな 6、 予は ホの 如くみ じた。々 ゃ阴 けな かま おは、 巧 巧な 
る、 巧 神の 充巧 せる、 永 巧を をへ てむ ると ころの ホ おの々 巧に がて 》 巧 々の 巧な、 削な のが ひけ 义び 化が 
巧の 敍ぷ の、 巧が として お 化を 巧 わて W る ものを， 化か 巧 及び おが 巧の が 巧の 卜； にあ 顿 ずる ことに 巧 ホせ 
ねばならのと •と。 

刑な じがて、 巧々 は、 肉 氏の 円 己 主が へのな 化と、 阴 W のために 化 ホに 巧す る 巧ぶ をが ホす るの 闽 ぶの 
息 化と を 散 或す るので ある。々 '巧 おを ことは、 巧々 の 刑 化 上の かお じか 化 本 的を 巧々 の 巧を を W 巧し く 
巧ぶ する ことで なくして、 ザ々 •か、 る 化 巧を お W が 巧に 巧 かせし める ことで ある。 をれ にかて は、 ホ 巧 
をの 化ぶ を あ ホ するとい ふことは 阿 題に をら をい。 化 おは】 曲 的を ものである。 又 •巧 巧な のが 化ぶ 父は 
な 巧を のぶが 誰ので あるかと お ふこと も 問 巧 じ をらない。 阳 W 刖な ホぶ 刑 化は、 化が と 元 W とに w つて 化 


二 

られ てむ る ことが 巧 勘で ある。 

巧々 のな す 所は、 ん て、 ちずの 紀抗 アド グフ .ヒ トラ— のために 巧す ものである 。化 度び 化の 行脚は 巧 
吾を して この 巧发を 巧し ぷげ がしめ た〇將 ホの 刑 化は、 アド 八フ •ヒ トラ I に镜率 甘ら るる 闲 ぶの 巧 ホに 
適應 する を 巧す る。 

ライヒ 化が 部む として 予の 化かした る闲 はかみ ホ お々 樹 巧の 刑な ホ U 々は、 化 ホの ドイツち 巧との 躲あ 
をる おかを 巧ち とし、 あらゆる 他の 化 体 卜：の 御城に がける と时 じく •なに めても ホ、 アド^フ. ヒ トラ！ 
- のが 大 をる ホち ぶ 化の 化 巧なる 化 巧と して 協力 せんと 巧した。 巧 巧と 巧 巧と が、 なに か 協力し、 刑 化 改正 
の李おを树化めホぶとして、 巧化を日巧することにホつた〇 巧あに阳^^妍巧ホぶの化おにホ！つて、 をリな 
は、 ド イヴ 闲 はの 久 ぶのを 巧な 化から 出 巧し、 巧に めても、 か 村 備の俊 化の 巧に 俩 人の 位が を帖 ぶして 了 
ふこと にした。 而 して •夕 巧が ド' イツめ 巧 ホた るの な 迸 & び ドイツ 闷化化 巧の 中、 むに々 つ ことを 巧ぶ し、 
又、 化が 人は、 をのぶ がを かみ 父は をの 巧 部に がける 狹き则 なに おしてれ 巧すべき ぶが のな 巧の 强 化に 従 
つて* 梭 おに 别 甘ら るべき ことを 巧 求した 0 

肉 巧 化な ホ お ドイツ 巧 助な は、 ドイツ 闻 W の滿 おめ 化かな 化 巧 化 ホと して、 をの 巧き 化かを おすが わめ 
に、 ホの： ホ W を 作 化した。 

荫巧 にして 大ホ のなる 巧 化を 制ぶ する ことは、 询 にあ 巧なる ことで ある 〇 これに W つて、 阴 はかみ ちぶ 


闲 みに めて、 化 兆 人は •巧 民の お 借な き进巧 的が 煤の 前には w せねば なら 打 ことを を间 化に 示す ことにな 
るので ある。 それで、 本が ちを 巧は、 化 那ぶぴ 化！％ 人に 巧す るが もな あのなる 化衔 をな て、 仰 別め な 勝れ 
たる 巧ん I を 化す るら のとされ る 刑 別法が に 化る ものでは ない とい ム ことを 化 本 •帖 則と した。 をれ にがて 
は、 同胞を 防' の •む 巧に、 ドィッめ ぶ 巧が をが- 冉ぴ 巧が' する ことぶび あがを 帖け する やぅに 闲 W を 化が する 
ことと いふ 巧に 巧が を 的く ので わる。 

従つ て、 巧比扎 巧ち 进め述 動は 俩別 めに 刑 剖 化 化が をの 化 本の 巧が にがて 作 化さむな ことの 卜： に、 化 
に、 ぶ 苑 めの 巧と いふ 化 S 化かを ホ 巧 W する ので わる。 この 述 巧は 尚 W 刖な ホぶ 闲乂 のがた ななけ ホの 助 
力で あるので ある。 

一九 一一 一 おが おけ 一日 . 

闽が巧 れ バンス. フランク 

巧 一一 版 巧 S 版 巧な 

巧 一版 はれに お W れ とを 6» 巧 二带も ホ さぅ であつ わ。 なに 改 ，がな しにな S 化を 公に する。 

をに 化 6 フィ ンャー 牌 出 



二 -九 s 五 年 III 月 十 _ 日ょ リ 十六 日 じ互リ て、 

フツ シュバ ツ ハゥの ブライ テン シ ユタ イシ じ 
於け る ドイッ チェ •ホ— フじ 開かれた る 国民 
社 育-王を ドイッ 勞働黨 の ライヒ ま 律 部の 刑 ま 
き 員會會 議巧告 

闲比 化み ホ 巧 的 刑法の が 巧の 化 想を、 巧に 猎训 のが 鬥 にけ いて、 術 左す る 巧 》 W ななお パン ス •フラン 
ク博 ホは、 阴 はな かま ぷド イブ 巧 倒な の' 江 化が おとして、 刑 化を U みを、 フイ シュバ ッパゥ のな ぶに が 化 
した。 

闲 なおれ フランク 博 十-を 巧 おとして、 を U は ホ S 如くで わる。 

(こ ライヒ 度び プロイセン d 化 巧 ホれ フライス レ 火 W-H (ベ 户 ，ン) 

こ 一) 闲け かみち お ドイッ々 が お S 化か 部に がける 化 化か 巧课お パ グト巧 ± (： 、ュン ヘン) 

(111】 が 巧 お フライへ 火. フォン. シュ クイン エッヶ 火 (ゥェス トフ アレン 州 パム) 


グ|- こ ち哥お ブライ 《ク .フ イシ. る J クイ シ ゴツケ み 产ウ ゴス トフ アレン 州’ ィム J 


(四) ライヒ 度び プロイセン 司な 巧 副な お グラウ (ベ 八 ブン) 

(五) 化が 巧れ 巧 フリ— ドリ ツヒ •ン ヤプフ シュタイン 愧± (ライプチヒ】 

(ホ) ライヒ 度び プ〇イ センけ 化 巧が 松が あ フォ^メ^ 巧 A 

(七) 巧：：^^なみホ萬ドイプ化巧なわ巧彼がお ゲ^ト マン 梢 十： 

ホに 巧 巧 上の な カホと して、 

(1) ライヒぶ びプ n イセ ン 司法 巧検ホ エベ 瓜卜 

こ 一) 闲巧 おれ フランク 巧 ± の 火に 化 巧 附帖な 判 巧 判 W ゥ H — 梢 ホ . 

ご 云 ライヒ 度び プ n イ セン W を巧附 がが 判 所 判が ホ 化み 化 判 所 判 巧 ゲブッ H 博 -H 

(阿) 巧 法れ が佈 ヨパ ネス-マ グ ナン. リブ テ少牌 ± (ブレスラウ) 

巧に 同み 巧に 愚 加せ るら の、 

二) ライヒ 化かが ホ お フイ シュ^ 阳ホ 
こご ド イプ 法 巧 巧 十： な 部 お ラ アシュ 博 ホ 

闻棋 をが パン ス •フランク 阳± はかぶの 训 みを 巧して、 ホの 処 巧の ことを 述べた 0 
を：：： みの 化 巧は 巧 火な もので わる。 それは、 ホ U みは、 闲 化かみ ホ 成 ド イブ々 谢 なの 網 做を 刑法に けて 
巧ら かにし 》 従来の 株* のが 偏の W 巧に 巧し 〇 己の ホ 巧を ぶめ る ことになるから である 〇こ こに めて、 氏-' 



ホ 

は、 巧に、 M ぶ フライス レ^ 博 ±7 イツ シャ— 博 ± ぶび ドイツ 巧 巧が 巧时 なかに 成谢 し、 氏は、 巧な の 巧 
燒 なる 巧 刑な 巧へ 1 を 制を しょぅと する のでない •現代と 巧 化の 阴 みの 化かと に適應 する 刑な 典を 制ぶ し、 
をれ は 》 反 巧 的な もので をく、 父、 ド イプ 闲 けを が瞄 として 巧へ たもので なく、 巧に 闻； ：从な 化の ぶ 巧で あ 
ろ阁 ほの 巧 6 であると ころの 刑法 化 巧で なけれ ぱ ならの、 とした。 

ホに、 巧 巧 ホれ ヌ ライス レ 八が 十： は、 7 ランク 阳± をな て 巧 刑' 江の 父で あると し、 巧 刑を のがが 的 化か 
は フランク 巧 ホに な ふ もの だとし、 7 ランク 巧.^ かこのを；；；；； なの 巧 おの 化に 巧る ことにな つたこと に w つ 
て# 巧の 巧 功を が々 る ことが 出 ホる、 と 述べた る 巧、 闻化 W 巧 ホ 弟 刑 化に 脚す る 巧 相 的 巧 巧を 巧した 〇化 
は、 プ"イセン词なおなの巧中バ、 ドイツ化巧巧ホ巧、 刑化改冗胡巧ホ：：：：み及ぴ阴^^が‘なホおドイツ化祁協 
々の 説 巧を に 付て がのを 巧を 巧 示した。 この 巧 かの お 抑は ホの かくで ある。 

(こ 刑 化の 必’ 巧れ、 な 巧ぶ ぴ H 的 
こご 刑 別に 化る 巧 巧の 範 凶々 ぴ巧み 
£ 巧が ムの不 をと 巧が 連なとの 賠別 
间 巧ザト ：の不 化に 巧して 巧 巧 甘ら るべき 化な 
こ 云 お 別の 化 巧と しての 巧 巧め 正 巧 

£ 一が 的が 巧、 巧が •中 おめ 巧戍巧 件- 


间巧化 义び鉛 誤、 巧 巧 巧 力 

州 お 式 - H 化が 逆 反の がする にか はら 乎 無罪なる おか (化々 に 化る 巧な、 正が 防 做、 がな 避が、 を 
の 他な 化 化かが 由) \ 

(阳) 閒 巧に がする 化 那ぶ化 . 

S ： ぶ 化 (巧が、 著ず 》 不作な、 化 化が ホ) 

のむ 巧の W 一れ と 化かれ 
の 代巧乂 A 化 
(あ) W 朵め K 勤 

ィ 刑让 外の k かの 可能が 
< 阳 ぶの 刑 化 トーの k か 
w 財 非 お 分 
が 化 巧ぶ びが が お 分 
巧 巧が 
w け 化 

て ハ】 化 がれの 化が 

と 


A 

の 可 削め 化 化 巧げ のが 巧に けて 
哟巧 のな 龙 にかて 

P を 巧陈：2!£;:?が冉击お的哀ザ甘-^れ わ .〇化判を忆仏 つ 了 S み巧ぉ忆巧3れ る こと 
わに 閱聯 して か ホの 詳細を 满 がかが あつた 0 
こ) 规おバ 八 卜博尘 の 『刑な のが： ホれ、 を 叱ぶ び 円め』 

ご 一) 投巧正 7 ォルメ 火が 出の 『刑罚 に 化る お ぷの货 的ぶ び 巧を」 

ご 二) シャッ フ シュタイン おおの 「お 削の 化が としての 巧 巧 的 出 お』 

(四) 副が お グラゥ 博 出 の 『閒 ザに 化する 化が を 化』 

(五) 恰聲お フライへ 八 •フォン •スタイン エッヶ 少 博.：.； の 『W ぶの W み- 

か 、グ* .ト マン. が 止は 闻 はかみ ホ 巧 刑 化に 脚す る 怖 W 々一 おめ 巧 ホを 巧した 0 

阳巧 おれ 7 ランク 望け、 四 捣の 小 否：：： 《を か 6、 巧 化 空、 望、 誇、 冀 のが 化 苦を の S お 
に 器し、 岳 窠二と 雲とは 巧；； 3 れ た】 馨 U わ £ て、 をむ ぞれ gss , ぶ站 S し 化 本 4 

饰 かかぶ せらるべき をのと した。 

氏の ホ 2111 早. khc ? した。 刑暮 ：：： ゎに？ 奪れ たるが 藍び 討 S 就 S ホを じ批 f 
お。 • 


この おみに がける 材 巧を 利 川して、 ラィヒ 化が 部は ホの 闲化社 みちお 刑法の 肋 训义び 期 御を 化め た 0 
則に 巧す るを わは をて 別 じか 化 甘ら るべき ものと さむた。 

III 国民 社 會ま義 刑 まま 典 序言 

はが 人の 巧が & ぴ 生命を むがす る。 あ ホの 人人の が W にがけ る、 巧き て W る ホの が 血と 關巧 》 がを 
と饥 をとは A ホの 人人の 述 かを 閒 くので ある 。このが 火なる、. 氷 巧 SW 巧の おな u » あらゆる 巧け る もの 
のが 巧ぶ ごしての が 化に 仏つて、 义 、化 时紀 のな おのが 巧 どしての ぶ 巧に 化つ て化述 ばれる ので あな 。血 
にして がが 甘ん か、 网化 はが じする であらぅ し、 がな にして 祈： ^ 甘ん か、 お M 粉 U 谢 がする であらぅ 〇誠 
巧に w る與 巧： 2 ボは のぶお 的 蘇な で ゎる。 orj のがが 巧 掠を がむ する 村胞 のみ か、 か M 做に 化け こ 白 
—」。化化、 の化往ぴ么巧を巧化する〇 円-」のぶ巧苑なに谨^したぶけ、 化の阴：^^から桃化するこどになる 
ので ある。 闲 W か W がへの 誰 k 乂ィ ーを ろ， 树 化か ' M 約に 化ける 〇 じの 地 化ぶ び义 巧を 义ひ 、をのぶ 巧ぶ 反 
に 巧して が-化せ わ ばなら 《 ので ある 〇闲 ぶは この 脱 兆を 轴 むし 》 ぷ 巧ぶ 反を お 別 甘む ばなら 《 。化 巧なる 
お 別は •化 M 促の 巧 巧 化 ごれ のとに 巧 立 も、 内 化の がが おがの 怕 むの わめに 甘ら るるな 巧 ある 關 ホの；： C 中 
に 立 も •化が 人 ホに 化 W に 巧す る 脚 巧の パ 中に 立つ 〇刑 化け • W ぶの 刑 制 制が ぶび 尬邹 脚. 化の 化かな がに 
位み つらので ゎる。 刑 化に 化つて、 松ての 闲：； i は、 闻 ぶが 闻 化が 时拉の 曲がの ためにが 巧 おがの 巧 化 件 じ 


を 


がむ される こごを 巧 求す る こ w ぶびが 巧渔改 ホは 正 巧なる 刑 別を 巧せられ るで あらぅ こどを みら される の 
である。 刑な じがて は、 阴 K 化 M 巧、 进 巧、 おな' 夕 煤ぶ びぶ 常なる おがの 保が わる 化 おと ホに 阁 W のな 
化边 化と ぶ お 曲が ミの 削 じがけ る】 を どが、 化な 化 じ 弟な をかず る やぅを お 現を けたむ ぱ をら 5。 

四 甲 國民社 會ま義 刑法 組領 

_ ドィッ巧刑なけ阀化の巧じ化られ、 闲：|^のが神ょ6仰进せられたる闲巧化であらわばならの0 
二 刑 化の 巧し き 脚 比 じかて U けけ かお ホ おが か披と 3 れわ ばなら 30 
|二 料^^化かホお刑化ょレ料化のが巧おがの卜：じ化なサられてむをければをらの。 

ぶ巧ぶ巧は闷けかわホお的ドィッめ化化じとろ、 ま的め闲^^のお巧であろ、 化つて化おのおなでもる*.! 
ドィッ 的 化 怖じが ては、 ぶ兹 的の 化 判 巧、 お棋巧 化ぶ ぴ 化が なか のぶをが がする。 

四 的 W が： 2 紀 みがきが 化は が巧苑 巧み おがを お销 する。 をれ は、！： W か 岡な n 衍じ 巧しての みなら 
乎、 义 をの ホら ゆるが 成に 巧して が 60 閑： 化时 がは、 汹ム とかが びけ きつつ 》 化 ホに 巧して をの お 化を 
がを する 3 であ 6、 父、 抑を したので もる 0 

阳 K 的 化 « と WW の述 かと 血な とに 凶るな 一 化は、 化 兆 人の 似々 の U 巧に 闲 つて 拉 ふくされ るので あ 


エ ぶ 巧 菊が のな 巧は、 化 本 的に あ 巧め 巧た をが ホす る。 

ホ 树化 化み ホぶ 的ぶ み 化が は、 ぶ 巧の ぶ 权に閲 つて 化 M がから 排 巧され たがが のぶ W ぶを ぶが ながが 
的堪 別じ间 6 おのす る ことで わる 0 

:ル 巧な お 別は、 闲 W 化 M 粗のを ホ 化 •化ぶな ヴ化 全に 仪ホ つるので わる •しかし、 父、 化 W 人 义びホ だ 
化は ざる 闲は时 胞のお 化 •躬 がに 巧 立つ ものである。 

セ 刑 化は 树 けの わめに かずる もの々 るを なて、 义 衍は剛 がに して W ホ 的なる を お L •闻 W の& がぶ# 
ぶび お 巧が 化との 一巧を W げする を おする。 

八 おで のはボは时 一 のぶさで闲化お；2衍に巧するるのでけない。 村：^^が村瞄のホ巧化的：一^^巧ぶ巧の凹 
がを 巧す るに 過ぎざる み 林の 巧权 になし、 化に 刑の 制 化を 科する 巧け ない 〇か かる 巧 W はか 別の、 拽 ぶに 
制 おせらるべき 巧 化 別 化に めて かせら るべき でみ る 0 

化 闲化かわホお刑化にがてはお式のなる：ル：小正なし。 巧巧的：化おなる化化かが^^るのみである〇 

.適 用 

I 巧罚 法が 脚が 

十；^ 阳 化 时 化の 巧 巧に 巧す るぶ 火なる 泣 反に 巧して は、 松て、 刑 化 上の 賊 W をな すを： ホす る。 


十- K 叫に 脚す る 刑 化 卜： のか 力は 巧 巧の ぉがに 仏 6 て お ミる。 

十二 巧 W に 脚す る 刑な のか 力 も ホむな めぶ おに 仏 6 てぶ ミる。 . 

十 I 二 r 化 助の 川站 化は、 闲 比： g 化の 化 巧-^ のが お 的が なと 一巧す るを おする。 

H 化， が閱巧 

十四な 化、 故な、 の 化》 巧げ S おお、 ぶ 化が ホ、 ぶ 化 能力、 おが 化 巧、 S 巧 ——- おて こわ 巧は かがな 
れろ なり のれの w 化に 化さ もれ ぞれ に说 化せら るべき でな く、 がろ、 化て 化 北は 炮別 せらるべし、 との 唯 
i の 训 から がれ 川た ものと して 助ぶ せらるべき である 0 
十五 3： なな をれ てむ 巧を なした るぶ とは、. り- JS •いなかぶ お 上の 可な のなる も S なること を かるに お 
ら ず、 ぶ K をが ぶ K のな 化を なて む 巧を 持した ろぶ をぃ. 山。 

十六 M 化 弗 的な 化か 撕 現した ると き、 が も お 別 かむ はるべき である。 化し、 化媒 かむ 巧の 並む にめ け 
る もの 巧の 巧 巧を 巧 もてみ めて 刑を 巧ず るけ 剛 かに 姐ぶ する 巧な、 度び 生活が 巧に めける みがの 别山わ 化 
き 刑 別が をの か；： f のけ 巧 にがては お 北せられ W ると きは 化の 化 もに あらず 0 
十 セ W 巧 失に W 6 む 巧を 巧した るぶ とは、 ぶ巧ぷ K を おくる ため】 化め に 鈍せられ たる 义は n じに 特 
に课 せられた る 化な 巧 持に 注 K し •ちれに W 6 て 化 益せられ て &る闲 K 的の W を、 なせず して ホし々 る 


じ别 おら^ろ z :;; ぶ 3 巧 K 过 むし’， てが だ 化 估抽 屯ら む る 防 民が 化かを， 巧 ゼ寸し v > w 化した る 


ホを いふ 0 

十八 £ おおのが 化を 遮断 ずるの おながが 化の 巧 別な W 化ょ A 化ず る 巧 なじめて* をの おがを 十々 じ投 
がせざる ぶ、 父は おじ. Hr しのぶ お 的が 巧 おなじ 巧し がしく ぷ .权 ずるぶ は、 不か 巧. のかを な V 則 せらるべき 
である 0 

十九け おし さな 化と M なじ 巧 さな 化 も、 ホ、 がの がぶ じ 除して、 做が せらる、 を おず る。 

二十の 地 巧の ななには 化が とがれら るべ さお がをだ も、 な 速 k が、 じむを がざる ものと 故 めら：：； かる 
か、 父は 1 M なさの 化を がず るぶ 巧ぶ 巧に 化 6 命せられ たるる のとな めら るる 仙々 の おな にめ ては 化 地と 
はなら をい 0 . 

二十- 的 ku 巧 化 力は な 化 .= 山の 瞄 W に 化いて お 化せら むむ ばなら W 。 な 化の 欠 化を ホす 巧 化 巧 能力に 
巧して は 刑を 巧ず る ことを がない。 しかし、 K ぶ A 化 化 力は 町に 刑を 姑が せしめが るに 過ぎない。 

11 十二 則むな がが n じの 巧 巧の 可 内れ を即 がする 能力な きおな はぶを 巧し ない。 しかし、 化义 父は か 
みの 特別 お 分が 適 川 せらる るを 巧す る。 がな ホが. り 己の む 拉の道 典め 崎 巧れ を かる ことの 能力を かく おか 
には、 刑は 巧 おせらる るを がるが、 刑の か、 化-父 お 分 父は あ 族 お々 の 昔 波を 巧すべき である。 化し、 其な 
能力の 沾 おが 一帖め が應 におく もので わつ V 、 W びを のが々 きかぶ は 化の 巧 山に 内 4 なわな ホに 化る かを 
め 化 おのが せざる 巧な は 化の 化 4 で ホい。 



.1 四 

二十 一二の 祉 人と 化に けなを むした るぶ 父は 他人を してむな をな さしめ たるぶ は、 もの ィ に 巧は むた る 
化 W 的な 化に 化つ V - お卻 せらるべき である？ が' の 化 人の お 別は 之に 閱 巧が々 い。 

二十 四 g 仙人 S なにむ 巧を なした るぶ は •いなが n じの 化 犯 的な 化には W るが、 つ‘ ご 6 は 化 入に 化 
6、 父は 他人の なにな 3 がわ ものである ことを ホ张 する ことは 出 ホない。 M 化に、 もの 化 入は、 n-JS 】 
化 的 父は 巧みの ぶ 巧 おみに ぶ w して 他人の 化 W 的 お 巧と が 求し 父は 熙 I いしたる にがては， にお 別され 
がろ G 

巧 離；：：： 巧 父は 化の かおに 化 人の 脚與 したる おな にめ では、 刑 別の 03 がと： 一け にを S な 人に 巧し、 が 巧の 
: 巧を 林-ルず る ことを が。 - 
化 巧 入ぶ び 被 化现乂 にけ ホ 时じ〇 

II 十五 E ： 一が のむな 父は かを のむ 巧に 闷 6 併な してな がせら るる 巧 かにめ ては、 一例 S が ( W 1 刑) 
を. ゴ巧 すべさで わる。 

二十た；! 時 巧は 巧 巧め あ 巧の 悦训 から々 8 せらる ベ さで ない。 

ra 刑 別 脚が . 

二十 ホ W 刑 ホ-^ の不 ぶは 化 本のに 化* 化 的で ある。 をれ はす W 々めを 巧す の お ホに 脚 巧す る。 


二十 セ w 刑 のす ぶは 出 本のに 化* 化め である。 をれ はす w 々的を 巧 ホの 义 がに 脚 化する。 


II 十八 W 刑の かぶの あらゆる 巧が は 明かに せられた る W 巧の な 化が のな 化に 巧す る 反 巧で わろ。 

刑の 化甫 としてち がせら るべ さは ホの かし。 

り ホ おが お 內の円 山 なれ 巧の 制 化 父は 巧此 、ぶが 贼 父は 义 巧ぶ がの 刹が。 而 して、 か <畑、 もむ には】 けの 
ホる ものと 永久のを る ものと がわる 0 T 我 仰 巧から 命 せらる るが 式に めける 判 化の 公示。 パが 剌 巧から か 
やらる る 巧に 從 ひ、 巧 化に 巧 巧の ある 刑 別な がの 加ぶ。 

二十 九け 一が 的に 公へ ぶ、 化が む 巧は 刑ぶ び 加ぶ 刑を々 ける ことに 闲 つて 賊 削せられ る。 

之に なして、 聞 胞 のがが 巧 巧に 巧す ろ、 巧に 可 巧のを 巧せ は •み乂 のに 义巧が 欠を かふ。 

III 十 州 刑の 巧が は、 w 巧 刑が 想な W が 蝴 が 乃 お 小 北が の 一が 乃 巧 十が のが 鋼 W 】 迎 H 
乃 ま 二が の お 巧の 化 ホ 刑い W ホの 巧 化い がか 乃ず 別な 刑 W 巧 刑を 化 ふ 就ぶ。 

III 十- 的 則 ホは 收に めて、 お 一? & おれは、 か Z ルの 巧が をな けたる 巧が 所 かし、 义 はが 本を 化が したら し 
か 巧が、 採が おれの 化かに おる 巧 別人に 仏つて 艦が せらるべき か 巧 かぶび 如何なる 邸まで がろ かを 巧ぶ す 
る 0 

I 二十 二 の あが ば 巧 巧の 化 入 ぶび W ホに 脚して、 化に がか のれ 巧して おる 人の 父は がが 的ぶ 巧に 脚し 則 
巧を 巧し、 をれ に 化い V お 巧せ わ ばなら の。 別 令 刑の 巧 せらる る 巧な には' 一り 巧 何が とい ふ间か 化 
をぶ め < 一巧が すべし。 化の 巧な にめ て闲： M 胞に 巧へ たる W 巧卜： のがぶ め 谢か ホが せられむ ばなら 2 。 か 



利の 巧な にがては 》 罰を 刑を が】 刑と して 巧して はなら so 

|二 十 III 姑别 念が がが の 言が を々 け わる おの 巧 化に 闲ら ずして 衍化 不能を ると き U 、 がの がに 巧し々 t 
の 巧みを が もがる やぅに 甘ら るべ し 0 

罚 なのな 化 不能が 化が の 巧 がを 巧け たる ぷの 巧に 侣 すべさと ぅは、 罚な 刑の 外に .U 山 刑の おぶ にめ ける 
巧 刑を せむべし。 

1-1 十四 £ かがは 巧乂 化に 巧ず る 姐 お 刑なる べし 0 

I 二十 五： E 化耶乂 が阳 K か：！ 飽から 煤帖 せられる ことの 化 ホ-なる につれ、 この 蹄； £ は乂一 时强く 巧知し 
巧ら れわぱ なら S ( 刑 剖 執行 S 巧 おを 巧が、 巧 お、 巧な とほず ことに 化る )0 

刑の 執が にめ パる が 悼は、 おい 巧 训のお 巧の 後 かめて W 能で ある。 

I 二十た 脚廚 巧は 刑と し おめ られ るので、 化に 巧 刑と 化に 一 ; rz がさるべき であろ。 このが 刑は、 が： ルの 
言が を 受け わるぶ か 判 化に めて ぶ めら む わる 抽叫內 に、 おに 北を 化した る 巧 かにめ て 巧；^ せらる ベ さで あ 
る 0 

|二 十モ 化那む 巧と 脚が S ある 物 かの 巧 化 父は かかの 化 川を： 小 能なら しめろ 幽かが が W されろ 巧 かにめ 
ては、 な 化 父は 化 川を： 小 化を らしめ る お 分を： 小 能に がせし わるむ 巧に 巧し 父 刑を 巧し、 化 化の 引が しは、 
が 人の ホから も 巧 制め に 之を 公し 料べき である。 


お 人の ず 力ら も强 制め に 之を なし かべき である 0 


一二 十八 (附記) 巧が ぶび 化が 人に 巧ず る おを 巧 化の なろ 防 怖は、 阴 おか 时 巧の 胸中に、 ドイツの がは 
巧を を n なめし め、 孔 つがの 茜務 むの 巧に 尚 化を 巧 巧す る ことで わろ 〇闲 K かみ ホ お阴ぶ にがては、 ホ 
一に、 この 化 巧の 巧に 火なる 阴： ii 的 かとして 内：： かお ホお述 助が げび かけられる。 

四こ圍 民社會 主義 刑 ホお領 巧を 

- ドイブ巧刑化は阴化の巧に作らわ、 的一^の巧神ょも浏なせられたる^化化であらわばならの〇 
理由 巧すの化化と：2巧に、 巧化るホ、 闲：^^化け隨にホ化せわばをらのことは、 々H 1 化にかられてむ 
る 巧で ある 。しかし、 化は、 ちれが、 巧 巧なる 阳化 をと か Mffl への お 巧なる ホ 化のを とから がらが、 阴 W 
的 化 お及びな 巧の 丄 にがな せられん る 巧 かに のん、 ドイツ の 巧に 利 川 3 れ SS： る ものである 〇化 巧は、 
をの 中 巧に 闲化 とい， 一 ことが そ へられて むない とさ、 戊び 闲 W め 本れ から 雑む わ ものなる とさは、 阳化化 
同 巧の 巧に 何 巧の 巧に も ホ たのもの である。 もれは、 巧し いな 化、 ドィツ 风 W 化、 卽 も、 ドイツめ な 化 化 
を誦 、化の 思惟ぶ び 化の な 巧に 化つ てち 祀 せられ わるな 化に 化つ て 化ら れ わぶなら 《c 
二 刑法の 巧ら しき 制ぶ にかて は 巧：^ かな ホ おが 棋 化と 3 れわ ばなら WO 

理由 阴：^^社なホおのドイツ阳-^^をか巧すろにがるがには、 ドイツ树化化^のは闲化的ながと化おの的 
巧との 巧れ となる 化が にがして W た。 化 巧の ドイツの 抬巧 ぶは、 お 狙つ たなが に 巧し 刖 ルを 命ずる こと も 

1 L 



出ホなかつたし、 をれを巧さむともしなかつた〇 しかし、 唯一人の乂が、 ドイツ闷けのか^|&を0:-しのホ乂 
な 化かと 巧し わので あつた。 化は、 〇 じの 间閒 にかめ ホの 誠 巧 M がをおめ、 ド イヴ 阳 のために ホけ かの 
巧 巧を 巧し、 巧に* をの 巧 削の け のの 巧に ド イプ 闲 化を 渐ホ 叱ぶ に 引 入れ、 もれょ 6 化されで がが となる 
にまつわ。 かくで、 闲ほれ巧まおのみが、 闲化的化巧の：巫けわるにまつた。 阳；；^かかホおは、 がお1«、 
闻はホ閒巧をあらゆる化が及びななの中必に的いたのである〇 もれは* ドイツ^^に巧ずる、 闽：^^的おが 
に 巧 する、 この 阴 はへの ホ 仕に 巧す ろか も强 巧々 る；； S 仰 巧な である。 かくして、 闲 W かかち お 刑 化は、 ド 
イツ 的で あるな 外の 何もので も あ 6 がず' ド イブ 刑 化は々 や阳化 社み ホ お 的なら ざるを かないので わる 0 
III 树化 かみち お 刑法は 巧 巧の が 巧 巧が の^に 化 放せられ て & なければ なら WO 

进巧巧 巧は 闲 - k かか 主 おめ ドイツめ 化惦 にと 6、 巧な の树 はめ おがで あ 6、 從 つて 进 ぶの 巧が である 。 J 
ドイツ 的 化 惟に めて は、 ぶ お 的 化が 判斷 、巧が S 化 父び 化が 隨化 のぶ 巧が がする。 

理由 ド イプ W 巧の 幽巧 なる が 本む たは、 ぶ おおの 帖 神への ザな の おがで ある。 ドイツ人の 巧】 の 
班 巧は をの W 巧を H 巧と する。 WW 化：！ 隨の人 巧 的 化び 化 お 卜：の お 介に W ら 、巧 巧と いふが 神の ぶぶ の お 
巧がをぅさむるのである。 诞巧は、 巧^化：一巧と乂巧、 ホが、 々似がか巧みの如さ闲：：^^化村脯內の化の他 
のが 时 巧の ホ 巧と をち 祀 ずる。 而 して 》 一が にを WK 时胞 かな 刚 のか 时生 巧を ぶ ずる 0 
巧巧巧がはドイツ巧：：一^に巧に斯おなる巧をでわる〇 ドイツ«化にとつて巧がとはがにが巧#おでわる0 


がつ v ^、 ドイツ人は • nrj のをく ドイツの をる 諷 巧を なて、 巧械 までぶ 巧を おむ すべくな 巧して むる。 し 
かし、 义 、ドイツ人は 》 时 がなる 始 むの な悅 を、 が W 上， り _-し に 巧し ホな を rt ふ ホに 巧しても： 巫 ホす るので 

ある。 满巧養 品；，" は、 ドイツ人に とつて はボ岛 S 薦衰 SS で おる ご イツ 人は、 独 巧に 巧す 

る 〇 じの おがを ぶる 阳ぶ 的化规 から 受け 化る とい ふので ない。 もれは 巧く ドイツめ、 むに 銘記 甘ら むてむ る 
ので あ 6 •巧 然が巧 か； 2 做に ぶ 化を けつ ものである 〇仙 人の 利な、 巧 巧の 保が なびが 化 械に化 ふるに、 姑 
を 一!:: ぶが をな て 甘る ことは、 闲 おかち 巧の がた なる 巧が である 〇 ドイツ 闲；^ を衍の 化かと 化 ホとは、 
闲 胞 が、 み rt 自 r しの 巧が を 化 巧まで がむ する ことに 巧つ てむ る。 ドイツ 闽 21^ のが' がなる ぶ 巧 成# か 
ら 、ものいみ じき 化 化ぶ 化が ホ やる。 ぶ 巧なる ぶの みが、 义化 がを 所 かする をが る。 が 巧ぶ 巧と 化げ 巧 
株 •巧が 淫 反と-江 化ぶ K 、 も わは： 1 1 である 〇ぷ巧 おがの ぶ K は：！ けにぶ 巧の ぶが のぶ K である 〇 ドイツ 
的 化が 巧が とぶ おのぶ かとは 協 かする ので ある。 化と ぶ 萬との このが 巧を 谢 さざる ばか 6 でな く、 かっ 
で、 剛がに力がく^巧甘しむるやぅに巧をお化し、 化、 適州することが阳ぶの化かであら.？0 が：：^かみじ 
発は、 ドイブ尚：^^の化的ぶお的ががに適な甘ダる化、 從つてドイツ闲：^に时かならダる化の下にあつて、 
巧け がか 何に 巧 巧 k わる かを 化 も 巧く が说 したので わる。 闻； 1;^ 社み ホ おは ドイツの な 化 化の 制 化の たさな 
巧 ホを がの 期納 にがげ ろ ことに々 つ わので あろ 0 

四 阳比化村巧のなさ巧がは^^巧ホ保の化ザを：ホ巧する。 もれは、 《は化：：5の0闹に巧して の み な ら 


ろ 


ホ、 父をのわもゅるザ化に巧してなら。 阴-^^化け阮は、 過ぶとかがびけきつつ、 化ホに巧しをの巧化を间 
をす るので あ 6、 父、 剑 なし わので ある。 

聞は 的 化试と 的述 かと 化 おとに W る械 一巧は、 化那 人の M 々のな 巧に 闲 つてを ふくされ るので あ 

C 

理由 WKM 化 S 巧げ おおとは 、かなしが 化す ふ W — レが 巧 化び M ぶ 巧 巧に 巧ず る W 说 なる 服が おながに 
巧晰 おがでは ない。 ちれは •ょ 6 な トーの ことを な 叱ず る。 が も、 阴は化 M 衍にが ダし おびけ く 化 おにめ 
で、 闲一^化け怖のたれにを力をぶし、 化の娩巧》 化巧、 〇山、 化ホのために、 你乂なる阳：^的化か度び闲 
巧の りのに 巧して 協俩 ずる ことを な 叱て る。 化 W 祝に 巧す るが 巧ぶ がは 内 化との がな をな 叱ず 
る 〇卽も 》 阳 おにが つて M 化を 化 助し、 危 おに 巧つ す M 胞 をが 遗 し、 M 胞を M 胞と してせ 敬すべき 巧 巧を 
むな すろ 〇闻 はか： 一巧に 巧ず る ぷ巧お ■がは、 16 巧き が 化 M 巧から 化 ホる あら 3 る 仙 別 的 巧が S 帖行 をむ 
なする。 ちの 訴か同 的は、. り 巧のに 化 ホした ると 人拉 的に 化 立し わろ とを W はない 。このぶ 巧 おがは W み 
お 巧 戊び WK ホ 巧の かかに 内つ て 始めて がが する のでは なく， ちれは 地が と 巧 巧と 化な とに W つて 钻 なせ 
られたる阳：^^か：^瞄からが巧に化乎るものでゎろ。 灼：^^の化がする化6* この处巧巧巧もホがする〇 ごぅ 
して、 阳 化が nrj のげ 巧 おがを W むする がみ、 この 闲 W は 化が する であらぅ。 

闲 化を お 巧すべき 人 令の か 別なる 巧 巧 巧が は、 化 摩が w : ii のが 巧の 巧 お及び W むにめ ける がける 议 巧た 


さ一と ぶ56がの闲けゎ胞に巧するかなと巧止とはこのが巧巧がから创なサらおるものなることを、 化 
巧に 巧 ホす ろ。 

ドイツ 闲化 のな なる 外阳 人、 义は ドイツ R と 化 巧 蓋を 巧つな 人に 巧し 心ち ホ、 ちの ホに が へら 
れ / るん がを 誤リ して トイ ブ W 化に 巧して なポぶ 巧した' 〇、 化が を 化した 6 する ことのな きこと がが 水せ 
られむ ばなら の〇闲 赃に 巧して ちか 的 人との 义姐义 び ホ W にがけ ろ； 父 地に めても* 化闲 の 化 巧 化 
がを 巧 ホす る こと、 ぶび W がと 位 おにめ て软 W を 巧す をが 甘ざる ことを ogjs 巧 巧と 甘む ばなら の。 さぅ 
して、 •り 悄の巧 お M 巧は かかる 態 巧を 化に 向つ て彻 巧し、 要 水す るので ある ことを、 化は ぶ 成廿む ばな 
らの W である 〇 M じことは ド イプげ のの 化闷 化に も ホを がする ので ある C . 

ドイツ WW がを のなかめ お 適に めて 巧を せしめ、 内つ て腊 がの のがを 化が 甘し める に ザつ た 所の もの 
は、 おで， wzii 化 M 粒の お 介から お 化 甘ら れ 'さぅ してを めな に、 不断の 巧に めて 巧が せらむ、 防 •姑 甘ら 
れ 巧 巧 甘 しめられた るので、 封ち、 巧ら が 巧め に 牛-おし たるぶ 巧の 巧が した ものである 。この 化 M 
巧の おなおの 防 抱、 巧 巧 度び 惦 ra は 林々 の 化 A で 行 はれろ 〇俩 々の 巧 かにめ で、 もこに ぶ々 サ •レむ たり， 
は、 かがに S ろ •が裕 を：- ルす ことに 内ら、 が 'M 約む 巧に かし 义裳 ちろ ぶび 胁 兆に で、 化 甘 
ら むる。 こむ 巧は 热 VI 刑な とおな すろ ものである 。刑 化は 巧 化 ドイツ 的 2;^ 化 M 巧の 化 推の ために、 卽 も、 
巧 巧の 化ぶ 巧が の 化 雄の たれに 龙 めら むた ものである。 

二 1 


刑 化の なが 別の 化 巧は、 ドイツな のな 说 から ホれ る。 ドイツ 化は 化かの 中に 巧の 適 巧を 滚 みを w 出す も 
のである。 法肚は、 この巧な， 結抚と阳：^の刚、 闲化か化脚の巧がのための手巧であら、 闲^^と化がとに 
巧して 化が 均しく 化 向けら わると いふ 嘴 巧に 化い V 化ぶ してなる ものである 〇卽 も、 化 判れと しての 紀が 
は、 跑 巧を 化かの 巧ぶ にめ V 化め るので ある。 

併し、 阴^^及び紀树は、 をぶが化なるが尺におぎざるをかつてむる。 卽ら》 もれは、 をのな化にわいて 
は、 ぶ 巧ず 巧と して 適 川 甘ら るるを 巧ろ のみを る ことを かつてむ る。 

エ ぶげ おおの ほ 巧は、 化 本め に义 巧の 巧 义 をが ホす る。 

理由 夕巧はがばにお旧するといふことがドイツト=ザの化ぶである。 誠巧をるがのみが闲：：：^的ぶお的に 
をを なる 衍 W をが し、 义巧 をが する。 をれ 化、 诞巧 & びぶが にを する 强 きぶ 化から お 巧に 巧す るげ ホが 化 
ずるので ある。 ん 巧は ド イブ 人に とつ V 巧な のぶが であ 6 化な のが おで ある。 闲 社な 主 巧は ホが し 州な 
したる ドイツ人の 义巧ム を W びの 梢せ しめ、 なて ドイツ 闲 W に、 •冉 び、 n 巧、々 おぶ びの 的な 力を 典へ、 
ドイツの 夕 巧の ため 巧 かなる 巧を 巧し わので ある 0 

な巧お巧をがむ甘ダるホ义び巧巧化阳闹のかにみをれくザは、 闲：^^の化か巧げなびぶな巧がをが巧する 
もので あ も、 闲 W か时 巧の 破な ホ 》 ぶ 切ぶ である。 诚 巧の 泣な に 凹って をの 巧は 〇 ごのお 巧を 义ふ 、化っ 
V* 円 己の が 巧を 失 ふ。 お 巧の ぶな ホは 円 己の 巧 巧を 脫 はねば ならの。 お々、 町に 一む 的 父は 部分的な K 


隔 、ぶが ぶびが 利の 刹 巧に w ってで あらぅ ともこれ に闲 つて 肋那 甘ねば ならの。 化 M 促は が 化卜； SA かを 
純巧に化树甘ねぱをら30 阴じかわホ巧は、 が： 5 ^が阅低に巧するをがに封しがもぶき化那のが印をかし* 
巧时 巧の 巧が をが 本の おおとして ホ おし、 をのぶ 現の たれ 戳ひ 来つ たので ある。. 

六 阴 K かか 击お W ぶの 化が は、 がげ のぶ k に 明って 化 M 隨 から 桃巧 3 むた 曲 巧の ぶ W ぶを-化 巧な 肋が 
の お 別に W 6 炬巧卞 る ことで わる。 

ぶな なお 別は、 时 W 化 M 巧の 駐ホ 化、 化ぶ 度び 化を になみ っもので わる、 しかし、 父 > 化 I 亦 人な び 未だ 
をはざる 阳- ii M 化の お 化、 巧. ルに 巧 立っ もので わる。 

捜を か M の 故び 化の 巧 化 U は •化に •おおのぶ W おがぶ 反に 巧 ひ 勝ちで もる。 化 ホ も、 ホ、 仏が とし 
V 、 n じの ぶ 化 おがを 怕 むせず、 WW 化 M 巧 乂は俩 々の闻 化に が ホを 加へ、 位路 をが へる ことを ぶと 
せ《不が巧をる3£じ时化の - がが化するであらぅ〇 «ぶ抗巧の化巧は、 ；1化化^防及び仙々の阴^^村胞を 
が 巧の ぶ k から、 化つ て ホ- 乂 なる も おとお 巧と から 化选 し、 が 巧 おがの W がを 》 化 巧を らば 桃 力を なて が 
制し、 W て ぷ 巧 のぶ： 2 {ホと 巧 ひ、 化つ 必巧 ならば、 之を 化が すべき ことなで ある。 もれに 川つ V *、 阳 みな 
稱 にぶされ わ w ;; i の おが & 巧 かなの が. ぴが 巧が 化ぶ する ので ある。 この か 互 的 がげ が 巧に 闲 って、 巧の W 
化化：一随の本巧、 化って闲化かみホおめ化が阳ぶの本巧が山ホ上るのである〇 阴乂は、 树：：^のか巧化した 
•る拍 巧と して* W 化な 化の がが なむぶ である 〇 W ぶは、 闲 W 化 M 紀の w 化め ぶぶ 的 筋 薄に 化 ひ、 ぶ お 


ぶに 巧す るが 化を々 うせねば ならの。 w ぶは ぶ 巧ぶ 反を おはしめ、 ぶは のぷ反 ぶを お 別 せわ ばなら の o w 
ぶが 巧は、 が Ks ぶ 除 •义巧 おび 脱那 のな さが 础と悅 火に して w おなる 化かの ぶむ の わめの 力と を、 ドィ 
ッ の ぷ巧 & び おがが む、 なに ドィッの 夕が义 び S がれの 化る お 力なるな 朽 ホ、 お 純なる が 巧ぶ、 裝化 悼ま 
る巧少とし\^の树：；^かみホおの、 が进中お、 粹力中おからと6がすのでわる0 
化？％ 人の 化が なるお 別に W つ t、 おぶされ わ 化 化の 化 & ヴ闷； 化 W のの が 巧 S おかは； 3 化せられ るので 
もる。 お々、 巧 人が 化 邪 人の 完を なが.： £ 父は 一む 的 雄 おを H 的に する にして ぁ、 化！；^ 人を 成 おして、 ょ A & 
な 上 化-ぶを ホ わる ことを 中 ルせ しれ、 おつて， 仙の 化 W 来 巧を れつな ての 人々 を戚嚇 する やうに お 剖を 应 
す ことは、 一が に；；；： ひがる ことで あるし 义 むはむ ばなら のことは' な 巧な ことで ある。 が 巧ぶ k, いが 化は 、 が 
化いみ的を化を十か刖北しがる朽巧に义肌北甘わばならのお化にあ<, 化つ化|;^:人に巧し備巧でなけむばな 4 
ら W。 あら < を わに W つて、 化が 人に が 巧 あがの 巧れ、 むを 小々 か 化め に 淀み 込ませる こと、 n じ S あがを 
K むする やうに なへ 込む こと、 及びを のボ を： 叫びが 巧を る 胞 にか： もなら する こと もぶ 功ず るで あら 
う。 的ぶ は、 この 阳 比が M 巧に とつ < ホ 火を る 刑 別 制 化の たおを ぶな 及び 化の 巧 おに 巧して 巧 巧して はを 
ら ない 〇阳 化か M むの 化进 、阳 W のか 义び 5IW の も脾に 巧す る糾 ザ， 化！％ 人と 化 W に 巧ず る關 巧、 さう し 
て、 化时巧のホ巧なる巧化：；：とをるための5:化わ々が> 阳：：^かわホぶの巧むの：ホホでわることは、 】化に 
からる ると ころで ある C . 


± ホな は树 w の わめに がする ものを るを なて •义 がは 明 化に して w ホ 的を るを 要し、 脚 w の 化た 曲 化 
ぶび 巧は ぶ 化との I 致を K げする をを する。 

巧を' 茜は、 化 巧 おみの 淫なか •器なる 葉の ために、 器なる 刑を なて 別す むる をからし ろ 
わぱ ならの 〇斯 ，、ての み、 巧みは W 化のに がける がが ぶび お 巧の す姬 巧を 避く るを がる ° M みの 阳化 
が、 ぶ. 打ぶな のむ お公ヴ が-打ぶ なのぶ 化 火 3 にけ てな WS 】 致せざる 巧な がな々 かる。 例へ f •巧々 
si なのみ 失の 巧な にかでは •似々 の 段 问胞ち 望のな 化丄 、卽 も、 ぶ 巧範巧 S 節 だ峭 がと す 
る 北 巧む お W ぶの む 化丄か 似に む 巧すべき かを、 をく 知 6 化は の ことがある 。かるが 化に •阳乂 は、 W 故 
にして钻おあ<、 を閑；；^に巧おしおき刖化を脚ぶ廿わぱをら3。 闲：^^川赃は站^おが义び化のぶ^に巧ず ： 
る W ぶ のぶおを 故 向す ろを おする 〇阳 胞 は* 化 11 人が 如何なる 贈 W をが 彻 ずべき かをから わ ばなら な ， 
ぃ。 ，:' 

ぶ巧泌 k は* 化が 卜：剂 制に おず とぶ めら むてなる がれに お 剖 せらむ るので はなく •を わは 阴； の 化 化ぶ 
化 度び ぶ おが かにぶ W し •おつて 化时の n がに おし V 巧 W する がかに 別せられ ると いふ W 巧から 出 ホ 
サむぱ なら 《 。 化ぶ は U 之を かがめに 舱ぶ する だけで ある 0 

肋一^の吨-さは、 ぶ巧ぶじのの：^^のぶお化ホ巧にか應サゎばをらが。 逆に、 刑別化化-:^、 闲：^^の化お戚化 
に 仏む ば ぷなぷ K にがざる む 巧が、 が 巧ぶ W として 抵 別せられ る やぅに なつで' け をら 30 かくで、 化が 


は、 阴 化の 化々 び闲 はの 道 怯と お 街なる ssw を 化たねば ならの 0 

立な ザは， おに、 化は 化の ためにが する に ホず、 义 巧なる 闲 ぶの お 力の お 巧を-術 巧なら しむる 巧に がす 
るに も 非ず、 巧に 的 WS ためにが する ものなる ことを 知らむ ばなら 
八 な 屯の な ホは M 1 の ホ さで W 化か 时陆に 巧す る ものでは をい C 化 M 衍 のぶ 巧 化め ホ 巧た 巧の M 
がを ホす るに 逊 ぎざる み 巧の 速 k に 巧し、 巧に 刑の 制 化を 巧す る' 取は ない。 か、 るぶ 反は 巧 別の、® 立に 
制ぶ せらるべき 巧が 別 化に めて 化せら るべき である。 

理由が し、- か 人が、 刑法は 曲がぶ k に 巧す る版那 をが W し、 なて 闲 W 化村陆 •の 化ぶ にけ々 •つべき であ 
る ことから 出货 するならば、 が 人は、々 H の 刑な S 化 州なる 谢 域は この 巧のに 化；； ぃ 適な せの ことを が 誠す 
るに ホる であらぅ。 W ぶが 巧が 巧が の わめ ホに 交 姐 度び；^ めの 叫かなる 惟 期 S われが 則を 制ぶ し 之に 刑の 
制が を附 加す る 巧 八：： にめ て、 闲 WS 化 化ぶ か 度び ぶ 巧 成が が、 この 化圳に 巧す る： 小进 本を なて、 的 もに 之 
をぶ 巧を K とし、 をみ とも 不 おがと な 6、 刑が 卜：お 別 せらるべき ものと W る ものとは よがし がないで あら 
ぅ。 不従晰 がかくの かきもの とがめられる がわれ には、 ちれが 化 巧に 闻お化 M 巧の 化ぶ がが に 锅れる もの 
なること をを ずる 〇 かく S 如き 巧な には •刑 別を 巧 求し、 化つ てぶ 巧 注 反と して-小ぶ 巧を 机 ホすべき お圳 
を 巧す ことが お 巧と 甘ら るべき である 〇 しか L、 秩 が媒训 、夕 地お则 •巧が 成 則、 むか W 則の おが 分に わ 
つて はんの あ ホが： 4 備 されて ゐ ない 〇 もこで、 こむ 巧は、 W 本のに 刑をから 化 ル 甘ら れ 、巧 別な 巧 化 削な 


に 於 f 化せら るべき である。 

巧巧别 ながは 巧 W 的な 門と み 則 巧が 門と に々 われる 。この お ホは、 あらゆる 梯 かの あがぶ 反の お 別に 社 
し、 範闷を 明かに し •ぶぶ の 御城を 左め る。 巧 則 的が 鬥 は 化 化が ぶぶ び 巧 化 お 巧に け、 刑 比とは 別にぶ を 
を 巧す ことを： ホす る〇 巧が 別には 》 巧 別の 瑞 なのか、 タホ剧 わの ぷ化 はを きものと さわる であらぅ 0 
み 則に めて は ホの ホ 巧が 適な する であらぅ 〇 - 
巧が 別な 
5； 巧が 別 

の巧吿 (を か、 やか 化 おかに 仏る】 

巧 巧が (ホ お 料と 向 じ ホ 按に仏 4 巧 化せら る) 

のかが (火が， 化片 をの】 
w ホ： かが (火な、 六 巧を の) 

トホ がは がかのに のみ 制せら る。 

卜 かなわる とう 刑を 化ぶ する。 お 別には】 化に 巧 义 を なで お. 〇 る 0 

^ 巧が 巧な の 劣化の おな 义は 巧ぶ 的 巧は 巧 打 的に 巧が 进 反を 化す おな にがては ホが 鋼を 巧す 〇 これは 
化が 巧に 記入 甘ら れ る。 


み則にが^は、 円化化ががぶ乂をる位巧を巧やる。 切むの巧む刑罚化規に付ては、 之をホ巧し， が 
の 刑 別が 在を なに 紀乂 すべさ や 巧みを 決. 也すべき である 0 
二 がが 别ホ紛 

ィ む 巧ぶ は、 巧が 別にけ' ザ 巧 化！：： れに 巧し 化 ホを 巧ず ことを がる。 ザ かぶ 判れは-お 化 判 所 判ぶ であ 

るに 

口 な がは 巧. が 別を さ 巧した るれ おにが て 之を がふ 0 

パみ 巧ぶ び 巧 案の かき 强制 おかは 中 巧 姑 判 化の 命々 を必 おとす る。 

こ 巧 曲 お 巧ホ紀 (こ吉 ミミを ミ 巧 ご Irl-alKllu ち)、 刑 別 かか ス t 3 foc 8 一ー ミ 至)、 ぶびが •巧の お 巧が を 
(walll ミを ~ ご ミミを if'sri -ミ 至-二 は 巧 可 をら るるを がる。 

九 内 U かお ホる 刑な にがては お ホの々 る あ： 小 拒な し。 巧 巧め おおなる 化か かがす るの みで わる。 

この 化 則から ホの ホ 巧が 巧 巧せられ る。 

I 刑 利 化が 脱 巧 

A 闲 K 时胞 の窮 がに 巧す る击乂 なる 巧 k に 巧して は、 松て、 巧な 上の-が がを 巧す を おする。 

巧 由. りかち おが 冗 及び 不亞を お 式のに 巧 W する に 巧して、 閑は かな ホ お 刑 化は W 巧の' 化 お 化な の 上に 


化ぶ する ので ある。 化が となとは 岡 一で をく がとは 化の 缺く w からざる ホ 巧で あるか、 しかし 必 がめ 
に不 ぶを なる ものである。 巧 巧の 不化 おを はなが ぶぶ おに 化 辿なる 化が 側が の 故 州を ぶ 胡ず る もので あ 
ろ。 . 

『がぶ のな 说进 なをき 所に 犯罪を し』 なる か堪は •をを せらるべき である。 K 之、 不 •化が をの 巧 罚的倘 化 
を克 化する 义化 とし は、 ながの 似々 の棉化 W 巧に めて 巧 前を ぶむ るに 义 ろ、 之を がく 糾ぶ せず、 仍 的に 
仏る のがな を必 巧なら しめる やうに が 化して とを お讲 する こと、 化の お 本 化かに 仏つ て 化 非む はを が侦ず 
べきみ うじす る こと 义び 一ぶ の 化が 巧 (例へ ぱ K 逆 媒) の お 列に がて 中、 心的 化化ホ 巧を W かにす る こと 
を、 併せ 名 おすべき である。 

刑な ホ お 一な 义は 化の むに 明白を るの 所に、 ドィッ 闽 K か' 时 がの 化：：！： として 父は ドィッ 阳化 のな とし < 
化する おがに 接しく ぶ 反した るぶ は 化て 化 本のに 可 別め である、 とぶ 现廿ら るべき である。 化し、 む 巧が 
W 別ので あると 明示め にだ 剛 せられざる ときは、 一 左の 化 规をボ め、 をの 化设の 化が となる 化が 化かが 闻 
ほの 化 化な 茲と 化に をのが 巧の お 抑を を 水す る 所に おつて' ものれ がを 適 化すべき である C 斯る おかには 

判 巧の が 一杜を 化 St する ために がに 卜 一 がと し V *- H 化か 許さるべき であらう 0 

お 式 的に あ 不正を < i する ことは、 W に刑罚 化か 巧 K とい ふことの に械 化せら るるが、 別に ぷ化 W が ホ 
かなる ものが がする み； みやが 脚 粗と をる 巧な には、 阳 おにを ホ 廿わぱ なら 3° ぶ 不正の 化を をげ 巧のに 巧 


化する ぶに とつ V は、 A 巧め 诞巧苑 持， がの 內 おぶ びが のな おに おする ホ おが かおな しで、 わの づ から 化 
巧が が 立 する や 巧 やの 岡 堪を決 去す る。 

B げに脚 する 刑 化の 效 力は 巧 巧の あおに 仏 6 て お まる。 

理由 巧 ホは (お ホ 的に】 ぶ K せられた るな 巧 •が もむ 巧の 時に 巧 力を かしわる 化かが お 別に 巧す るが 
化と せられ わので あつたか、 が ホは あが 逆 K のげ 巧的规 おる ホち がせられ' を わか、 むな のけ にがてな 力 
わる 刑 巧' なかが 巧 化 甘ら るべき か 父は 判 化 略 にがてぶ 力 ある 刑 別な がが 適 州 せらるべき かの S ? ぶを 決する 

(ち 

に 巧 被と をる であらぅ。 

(ちな 0 了、 襄 SS 营ミ S ミた 法が か ミを ミた 管め W ちな 巧を； i を 刑 愛替た 4 二を ちり 巧 

る 0 

なは ス ぶ# 拍闲 の 巧 巧 又は 田 お 内 化の 巧货の W おの 巧 E も I が々 化 じたる ホ 巧 «* 上の 養が にしても 父は ホ M のむな ホ じと 
つての みぶ 巧む W'K じしても 一一 ii !、 行なに巧す4«巧及び兴の可8!巧に»巧を及ぼすこと.かち0«るのでちる^ なは、 化化-かそ 
の 制ぶ w 曲に ホな したる 巧 巧 巧 巧 じ 巧し 巧 及 力を 义ほナ ことのち るの も 巧 巧と いふべき で ちら 50 
C 巧 所に 脚す る 刑 化 卜：の タカ も ホ 巧 巧の 出を に 化 4 てた まる 0 

理由 刑拥 化ぶ の お 所に 脚 するな 力とは 》 ド ィブ 人 父は 外聞 人が 內 W 父は か闲 にがて 化し わる 犯 W む 巧 
の、 現 巧に がける ぶを の おがで わる。 もれは、 巧 巧の 正 巧が ド ィヴ 人の 化かが 础に 化いて 如 W なる 巧 的な 


刑 巧を 巧 ホず るかと いふ 巧 邸の 下にぶ めら れわば をら 30 場所に 脚す る 巧 力は 外的 巧 巧に 化つ てぶ めら I 
巧る るので ない C 例へ じ、 巧 巧の 巧 巧の ながに 化る とい ふが かきことは をい 0 

D 化規 の用說 化は、 闲 け 时胞の ホ 巧 上の か 巧 的 おを と 一巧す るを 巧ず る 0 . 

巧 由 巧 巧 的 あおは W 巧时 化の ホ 巧の 本 巧から ホ ホる もので わる。 なつて •刑 別な 讲に めける と 化 巧に 
がける と 夕少を かを 巧に する やぅな 用郎を 作つ ては ならの 0 
D 化が 脚が 

巧 化、 かを、 巧 失 •々巧の 化が •正 化 巧 ホ、 巧 巧 雄 力、 お 巧 巧 巧、 け あ —— なて これ 巧は か 巧 なれる か 
目的 巧の お 化に おき をれ ぞれに 煤を 甘ら るべき でな く、 ザろ •化て 化が はお 剖 甘ら るべ し、 との 唯 1 の 化 
卵から 巧れ 巧た ものと して 規ぶ 甘ら るべき である。 

止 記ょ 6 ホの 巧 巧が 生やる。 

U かを をな てが 巧を 巧した るぶ とは、 nrj のが 巧が ぶお^ の W 巧め なる ものなる ことを かるに 拘ら 
ホ、 巧 巧 おが 違な のな 化を なて けなを 巧した る ホを いふ。 

理由 巧な おの 化が のな 化を 巧 法卜： のげ がの 化 巧と々 ずのは 必が でぁる。 兹し > 化 なのな さところ に 化 
巧は がしない からで わる 〇犯 犯め 莊 化は 化 弗の ぶが でぁる 〇巧巧 ぶ 巧の 这 なに 凶つ て 巧 巧せられ わる 闲 W 
の 化 法が 化が 如 似なる ものである かは、 もれ だけで が W 巧が 连 反の ホクに 巧し 化が とな 6 がる もので な 


い。 おに、 化が 的な 化の 巧 巧と 強さと がちが されねば ならない 0 
鉛 載は、 お 不正に けいての 化を なる WW ぶを と 一巧す る 巧な に 化 6、 別を 排除ず る ことになる 〇卽 も、 
巧な 的 鉛-みを 述 じて 化 弗 的な 化の 化 ホを 缺く 巧な がさう である 0 
化耶 めを 化を 化が として 刑 化を 巧 本 的に お立てる ぶ 巧に め V は、 遂な とぶ 化との 削には-お 別の 化 地が な 

ぃ。 

£ 化が のな 化が 斯巧 したる とき 》 巧 も お 別が がは るべき である 〇 W し 》 化かが む 巧の 化 行に がける を 
の 後の 階段を 巧 もてみ めて 刑を 巧す るけ 明かに がを ずろ 巧な、 ぶび ホ 巧 W 巧に がける のがの 別 川に 化さ 刑 
罰が をのが がの けなに めて はが 化 甘ら れ 巧る ときは 化の 化 6 に みら ホ。 

巧 お 闲け抢 巧： 巧れ 〇ピ ご-を) のかき W 族の なる 巧が のが 沉 巧ぶ 巧 値は、 化 非な 化の あらゆる 恥 
巧 じ 巧し 防 街 甘ら れゎ ばなら ぬ〇 はに、 をむ 巧に 化つ ては 化 本の じ 化が な 化が 何な かの 化ぶ で册 がした る 
とき •がに 之を 削 甘ね じなら の。 

巧の 祉のお 满妍れ に 巧つ ては、 倘 みの 巧 なにな 化が 巧に ぶが-的 ホる 巧 巧を 巧す ことを 必要と 甘ら れが 
る。 ， 

しかし、 なてのお介にがて、 巧化の可巧巧の巧’別をる巧がを閒化するを巧ずる〇 をれが刑の加^5;の瞄山 
たる こと も あらう し •又 町に 刑を 巧ず の 化 ホた る こと も あらう 〇 をのげ 巧の ながぶ は 刑 化 ホ 叫に が， 示さ 


れる であらう 0 

化に、】 がのに 谈備 、かが；，* き 3 巳呈 ゥろ •閒始 ( Begi ミニぶ びが が (vcrsucl-) に 脚ず る 論 巧は 無用 
となる。 ただ、 がな 巧のを 化な 外の ホ 化が ホを 化 止 甘ざる 化 6 紀 巧を 巧 ホす るで あらう やうに 化 孤な 化が 
進展す る ことを 喪す る。 化が め お 巧を あおす るず 段が、 巧 巧を 決な せる 化距 人に 仏つ て 適が に 巧 巧され て 
肝る かどう か、 な 手段が 一 おに 不化 的を るか 又はみ 巧 的な ホ 巧 合に のみ 不能のを るかは、 刑の 化ぶ 上ぶ お 
であるの みで ぁつて、 け 巧 ホが 巧が となるべき 巧 ホには な 6 なない 0 

,5, あたに W ろが 巧を 巧した る ホとは、 站巧连 巧を 避 くるわめ 一が 的に 课 せられ わろ 父は 〇 己に 巧に 郎 
せられた る 化な おがに 巧 K し、 を わに 2:6 て、 化ぶ せられて W る阴 的が 化を、 巧せ やして は 巧した るぶ 
をい ふ 0 

理由 従 ホ、 あ 失の あ 剖は おおを 巧 かすべき 能力 义 はむ 巧の W 巧 系列を 巧が すべき 能力の 如何なる もの 
がが 巧 ホに がず るかに、 巧に 化が しわので ぁつみ。 化の 巧おポ せられた る 化な と： 的が との 料 化は、 いは ゆ 
る お 巧 人の ザ 巧の 化な に ホ やして •をれ ゲれ の 巧 介の W 化に 化 6 巧る もので ぁつた。 もれで、 内的が 巧义 
びかめ 巧 巧が をぶ の. にな w の々 巧を々 して お 巧が 巧むな かつた。 

巧-^^社がホお刑化にがける店別化化は、 】 れ的を闻：：^か：：一悅のが巧义は巧ゆのが’阿樹のな讯に化くとこ 
々の 化な おがの ぶ k で ゎる。 似々 の おかに めて、 このが なか 狭 さもので ぁるに つれ、 化つ 人 のぶが 巧 閑 

三呈 



のなずに なる につれ、 巧の 巧总 巧が になみ 巧 おなる： あ ホが ホされ ねぱ ならの 0 
片お ホの 巧 ホを 遮 巧す るの 巧 巧が 巧 かの 巧 別な 巧が ょ 6 ホ 乎る 巧 介に がて、 もの おがを 十分に 始 巧せ 
ざる ボ 、又は 特に 打 ごの あ 巧 的 泌巧巧 孫に 巧し 巧し く 巧な する ホは •不作 巧の 化を 化て 別 せらるべき でぁ 
る。 . 

巧 由 従 ホ、 ゎる 作 巧に 付 町に なおのに お務が ぁる だけでは、 不作 巧の 可 剖 巧は + 々で々 かった 。作は 
に 巧す るを 巧 上の お 巧の がする や 巧 やは、 化々 の 巧な にがてな 岡と なつた、 ともぁれ、 しかし、 例へ ば、 
他人の か ホを 化 陰から 巧 巧すべき 一が のな な 的 お 巧は、 巧 本ち おの 及び 唯物論 的 化が 巧な にもから や、 ホ 
巧せられ をかった。 闻 K め 巧を 息 端に 化く 闲お なみち 巧 巧 化は、 巧な ぶが 作 巧に 巧す ろけ 別の がげ 巧みに 
まなす ると ころの 巧ての 不作 巧を お 巧と 兹 めねば ならの。 

★おしきを 化と 巧 化に ちきな 化 も、 ホ、 刑の 曲を に 巧して、 贿 化せら るるを 巧す る 0 
巧 由 巧 巧 ホの 蒂 きな 化は •俩 々の 巧な にお じ てげ のせられ わ ばなら の 。かみ、 をの ホと 化に け 助した 
る 他の 巧 巧 巧 にがては、 ホは おしきな 化が を 巧 又は】 な々 ぶが せられ わら や-め やとい ふこと とはが 脚 巧に 
を 巧 甘ら れ ねげ ならの。 夫 化に、 巧 巧の 化 巧は 》 おのか： をに 方つ て 巧 巧 ホの 利益と ならね じなら の 。もれ 
が 巧 巧を 逆に 巧し、 おちを 殖 けしめ 又はみ くと をが かする ために、 萬き な 化を なて ぁらゆる ことを 巧した 
ろに 巧らず、 化 巧し なかつ た 巧 介と 巧 もしから。 をの 他 萬き を 化は 刑の 巧を に ホら 巧が され ねげ なら 


の。 巧に 巧な ホが 巧 巧を にが 巧々 るが 巧を なで 引 おせる 姐 ザを お 巧 甘ん としたる 巧な にがで しか 60 

吟述 化の 巧な には 化那 とがめら るべき 巧み 巧技 も、 巧途 ；2 {が、 じむを 化ざる ものと 錠め られ かる か、 
又は】 材拘き 化 化を かする が 巧 おがに 化ら かせられ たる もの とがめら るる 個々 のぶ かにが ては 化耶 となら 
ない。 

理由 人脚 牛 巧には 满 巧の おが 街 巧が 巧 かれな パ。 化 巧の 刑 化は、 正が-防 谢 & び おな 避雜に 脚ず るぶ 宠 
にがて、 この ことを ホ 巧と 阴 巧の 法 巧な 城と に 適 おする 化ぶ でちがに 入む る ことを しな かつた 。が 令なる 
巧は 姐を を 化 巧と ずるぶ 巧は、 巧 巧を 正が とする 化 ホの 外部の な 化ぶ を々 也す るので はなく •け 巧 ic がを 
の 巧 巧を 巧し る ものと なじ、 又は 巧さざる w からざる ものと む やる とい ふこと から 出が するとが ずる 0 
岡は 时 化の おなかは 、人人が 〇 己の 円 巧の 無制限々 るが おから 帖を神 じ、 闲 W の】 人 S 攻 がを ホで ずべき 
ことを かやる ことが わる。 をれ は 》 をの ボ かょ 6 なさ ぷ がを 柏む する 巧な X はが 巧 おが かこの 沮 がを か卡 
る 巧 かで ぁる 〇ん のが 則は、 巧々 する 化な を 俩人ホ お 的に 孔 みする おら、 谅 川のに 说 がさむ る ことを がけ 
巧ら れ ない 〇 しかし •がみな ろけ W 化を において •被ポ ぶかを がの 巧が をれ ふて むる や： みやを々 へれば、 
もの 濫化 はわの づ か^ 避けられる 。正 巧 W 瓶技ぴ おな 避 巧に めける 銷课 は、 を 利 化の 卜； から 之を 巧が し 》 
もれに ホつ て、 あな 防 做と お似 化 巧防掛 、おな 避 おと 抱 W おな 避雜 とが-巧なる 化 做の あがとの 間の が 淵な 
权 別が 巧 州に されな けむ ばなら 30 か 論、 別に 苗た 化は 化 ホし がるで わらぅ 。なは、 ぶ 化の 巧が にぶ 乂す 


べき 度栋 は， 一が 的を 阁 w 閒胞的 お 巧 义は巧 別な おなか、 ぶ 一二ぶ にか じて 仙人の わめに か 助を 巧ク しめる 
巧 かに 之を W る (敎 なか 助 化び 可 別め 不作 巧)。 

卜巧化 能力は な 化 crs げ化圳 にないて おぶ 甘ら れ ねばならの。 な 化の 乂缺を ホす 巧 化 無能力に 巧して 
は 刑を 巧す る ことを がない。 しかし、 化忠 C 化 能力は 町に 刑を 诚辟サ しめが るに 過ぎない。 

理 •由 闲 W かかち お 刑 化は、 巧 化 n かの 化 W から 出 巧し、 が. 化に 巧別橡 防を 胜巧 とする 刑を. わぶ する を 
なて、 K ぶ 巧 化 能力に か 巧 K 十一 化 巧 二 巧に 化 6、 をの 刑を が 辟す る ことを かる ものと する ことた W かす 
べきで わる。 W 巧 なれが 論め 退化の 化する 棉帅み ザは、 『かほすべき であるが かに か 巧し 能 ふ』 をる 化刖 
に 化き、 お 別の 城が を进ポ する が おを 化しない ことを 化な すべさで ある。 之に なして、 化ぶ A 化 能力が 巧 
巧に な 化の 巧みに なくと さには、 巧な ホの が お S ；? 態が 一巧 的なる と 永が 的なる とを W は々。 化に 刑の が 料 
を 化な 的なら しむべき である。： iw , 胜 判な はおぶ 过化 能み みたる 化： 非人に 巧して 闲 W 化 M 抗を 化を ずる 
わめに 巧を 謠 中る お 巧が ある 。お 判れは 項れ 化 にがてょ 6 も、 おに 刚 。に、 ちの ぶに 巧ず るな ぶ おか 父は 
ホ おおかの 必 巧れ に 付が 巧され るの でんる 0 

んの巧 かに WA ホの かく かおを 巧すべき である。 

巧な ホが n 己の 巧 巧の 可 巧れ を 巧 おする 能力な き 巧 八：： は 之を 別し ない。 しかし、 巧 ぷ义は 治 巧の が 別 お 


々か 適 化せら るるを 巧ず る〇巧 なぶが n じの 巧 巧の 进苑的 可ぶ がを 知る ことの 能力を 缺く巧 介には、 

が賊 せらる るを がるが、 刑の み、 化 巧處か 父は がみ おかの 言が を 巧すべき でぁる 。化し、 巧 巧 能力の が お 
だ！ 時 的れ 度に おく もので ゎって、 W びを の 巧々 きか ホは 他の 理 かに W 6 なむ 巧 ホに 化る かみの も おのが 
せざる 巧 かは 化の 化ら でな 

(ち 香は、 巧 巧 化 じ M するな かが 巧な 雲 i 巧じ趴 へたる 巧が を もはやを ない。 そた なが 的の がが 巧妨 とぶ 价 

历 とがを <闪 一で ない とい ふこと を 巧 ホと して ゐる〇 

げ 他人と 化に が 巧を 巧した る ホ 父は 他人を してむ 巧を 巧 さしめ たるぶ は、 をの ホに 現は わたる 化が め 
巧 化に おって お洲 甘ら るべ さで ぁる 。化の 他人の 店 W は 之に 瞄 がかない。 

巧 由み 株の-化 化 おぶ ぶび 芝 和な 脚 巧に 脚す る 巧 來の護 I ち 巧 巧榮化 牌を かを 巧ず る 利な じ 巧 
しては もはやな おを かしない 〇 おには > が 削れが が 刑に ぶ 6 倘 々の 巧な にがで、 化那 のな 化の 特巧 •化 M 
の おぉみ 人 S 勒 おむな ぶ S 行 转を巧 ムふ乂 が： び- 撰を ホ 窜る ことになる。 逊器 脚しても 
ホぉ按 でぁる 〇 仙人の 化が 的な 思が々 くぶ 巧で ない 巧间 にの みが するとき、 が 判 化は 化蜗に 巧ぶ せられた 
る 刑を 巧 的す るを W る 0 

け 仙人の 巧に む 巧を 巧した るぶ は、 が 巧が，：： じの 化 兆 的な 化には W るが •つまろ は 他人に 化 6、 父は、 
他人の 巧に 巧 さわた ものである ことを ホ おする ことは 出 巧ない 0 M げに 、をの 他人は、 ごの j が 的 父は 


巧 巧の が 巧 巧が にを 权 して 他人の 化 邪め お 巧を 巧 ホし 又は 瞬 iu したる にめ VJ は、 时 巧に 堪別 せら； る。 

巧 弗け 巧 父は 化の 巧 巧に 法人の 脚 巧した ろ 巧な にがては、 刑 別の 3 巧と 时 むにを のな 人に 巧し、 的 巧の 
巧 巧を 巧ず る ことを が。 

化 巧 人ぶ びが 化 巧 入に か ホ M じ。 

理由が ホ、 法人の 巧 脚が 巧 那巧朽 をはし、 もれに W つてが $ を 巧す 巧が 化 人で わると いふ ことが W 化 
であろ。 おにが をを る 化巧迪 をは この 巧 脚の あ 別を 巧 ホす る。 お々、 巧が ホ 巧卜： 、法人と 巧の 化 怒 巧と を 
々なする ことが 必 おで わる ことから して 》 刑な-一^が ぶせられ たるが 叱 巧 ホが ぶを にた 化せられ なくと もし 
か 60 

巧 巧 刑を にがけ るが かく •みかの 化 おおに 巧し、 適 巧なる 化ぶ を 巧す ことに WC て もの 化 川 人が 巧び 巧 
巧に 逢 皮す る ことを 化 止すべき である 助に け、 お 別を 巧 すべさで あろ。 

化 寂の 化 巧 人 父は なぶの 化 巧 入に 巧し 时 巧なる 晚圳が 適 川せられ わぱ ならの 0 

巧は 別み ホを のなる 化が 祝を では、 巧げ 巧 W ぶが、 巧の 巧な 闷 のにめ て 巧に 佔 曲すべき でない ことのが 
明せられ たる 巧 八；： に、 巧 巧裕お 巧に がける 说 後の む 巧を、 一む の义は 永久のに 巧 止ず ろ ことが 调 がで わ 
る 。この ことは 勿み 化 人に ホ 適 川 甘ら れわぱ をら go をの 巧な にがて、 巧 ホの 化 刑 义は巧 巧が 止は、 多な 
の 無 おの 巧衡 ホに が 巧を 义 ばす や もみれ のことは 化な せらる べきで わる。 夫 化に、 巧 W おかは， 强巧 業が 


巧 別人に 化つ て- 史に艦 巧 甘ら れ がる や 巧 や、 又 如何を るが 化の もとにが るかを かぶす るを w る ものと せね 
ばなら 30 

け 一倘 のが 巧 父 はれ 多の がを に 凶 6 併な してが 巧 甘ら るる 巧 合に めて は、 一仙の 刑 (W 】 刑) を窗が 
すべきで ある。 

理を なでは お 別に 化ける 时一 取が ひが 附趙 であつ て、 む 巧の W I 化と 化れ 巧と を M 】 W する ことが 脚 
がになる のでない。 判決 ホ义 にめ ては、 む 位ぶ が j 仙の I ぶの 刑 (W 】 刑) をな て 別 せらむ る ことを 巧ぐ 
ればぉ 6 る〇 がの 巧、 がかの 巧 山と をむ るな y の 刑 別 かぶが 识 げらる ベ さで わる 〇 M 1 むな ぶの 化の 判 化 
は、 がの 刑と 脚が なし (化し 》 例 へば 曲 化の おかは 別で ある )0 

如 時な はげ 内の： ル おの 化 則から かがせら るべ さで ない。 

巧を か 位め なる 似 ♦の 巧な にがて、 おが 月を おた る 化？^ がが がを 判 かを なくる をが る ことは 》 的 的 
おぶ の 化 則に 適 かする ものである 。巧に わな ホの 化が のな 化が# にがが 'をらざる とさ、 义 はむな ぶが n 己 
のが 巧の 胎 化の ため W 巧に 巧 力し、 化つ. おか 巧 巧 sh 々 wkm 胞 としで 化 巧した る おな にめ y 化 4 で b 


m 刑 及び 化の 化 S おか 


巧 0 

川 巧ぶ 

巧の 的： 化 おの 化かに 化む ば •刑の がぶ となが にみ 4V は、 ホの： g 則から 出が 廿わ ばなら 3。 ちれは、 化 
別は、 化张 人が 阴 W 化 M 披わ 外にれ かるる こと、 化. つ n じの 化が シ阶 はわ ば をら 《 ことを ぶ现サ ねばなら 
のとい ふこと である。 巧し、 お 部は 巧： 化のに 化 化しが ると いふ W 化れ も ホ そが さむ わ ばなら 30 さあれ、 
かおなる 踢 なにが yj も、 树 W 化 M 齡 は、 M- 犯が 人に 化る が 冉 四の お 巧から 防 做せら わむ ば々 ら 20 

お 化に 化つ てを ホ せらる る U がは、 が お 0 木 ザの 刑 剖に 化 r でのん をらず、 なは 乂 、化ぶ 义び 巧： 皮の お 
かに 仏 つても 化から るべ さで みる。 

刑 別 n 巧の のにめ <、 巧 巧め •比 おの 化かに 從ひ 刑罚に 巧が が 鼓れ ら むむ ばなら ね。 もれは、 注 化ぶ：；：？ ホ 
のぶをな るが W から、 ホと して 巧-化を H 的と すろ お々 に ザる を W 化を- 乂 てて が がされむ ばなら ない。' 
邮み .る 

A 化 弗む 巧の ぶを か 化 

巧が ぶ K を 所 削 刑 ホ 上の 巧 邪から W 別す る ことは、 巧に ホの 點 に、 をのむ 別な こ 化 化を かする 〇卽 も、 
巧が 巧 K の 巧な にがてむ 巧ぶ の不化 肋が 叨 かに なれる のかを なて 义 をのが 火が ある ものでは ない。 がる 
に、 刑が 卜：の 化 ホむ 贷 にめ ては、 をの お 巧と してぶ ホの 典 失を « く。 

ぶれ： おを の 巧が 化が ドィッに ホむ する ことにる つたことの 巧に WA をのは、 ぶ ホの々 解と いふ ことを 世 



人 かむ ずる ことにな つたこと で わる。 巧 巧は、 化 一の がすの おかが あるの みで ある 〇 がの 化に、 をは、 名 
巧と 夕づ けられて わるものは、 人脚の ぶ 一ぶ の おな 陌 のか 部 的 生 巧 現を であるに 进ぎ をい 0 

この巧山に凹ら、 义、 阳化かなホお刑化にが<は、 巧別な义がが失ながはあ6化ない。 ：化し<、 なば巧 
巧ぶ^と义巧が失との不可か的なお合化が誤没サられてむたことは、 お期谋巧刑にがつ<すら》 なはぶか 
巧 もの 巧 別 巧 所を 巧す ことを ける ものと レ/」 ぶめ るな を か 巧 さわた ことに 化る もけ に刚 かで あろ。 

阳化 かおち お 刑法に 巧して は 化 ホの ホが 巧 巧す る 。 H く、 制が 上の： 小： ルは が 本 的に 破が 耻的 である 〇を 
れ はす W 々めを 巧す の义 巧に 脚 係す る、 と。 

K あの 加 巧 

巧 U かかち お ホ' 化は が 巧の おのか ぉを がめ る。 

I' 人脚の 一 化の ぷが昭 のみが め 化 巧 巧み 例へ ば、 恥荣、 M 策ぶ へのぶ 化の むにがず る 公が、 W ぶへの 
蒂 化の 巧に か へら わて W るれ 化、 化扔 なる あ 巧が むぶ にれ にか へられる ぶ 巧の 如きは， 化份 的な 巧な に 刑 
のかぶ にめ V* おがせられ、 父は 制 おせらむ る。 例へ ぱ 、れ おのか W、 巧 巧の 化 ル， ぶ お帖を 巧ぶ るが 格 父 
は 巧ら しくぶ 义巧 端に みく. 巧が の 一 けの 义 は' 水久め おが 巧々 は 之に おする 0 

刑の がぶ に A も V は ホの ホを ホ応 せわ ばなら 20 をれ は •この 巧な にが < は、 巧の のか ホに 巧し、 刑 
の 化 中に 化つ y お削が 閒が おしく 化乂ク わると いふ ことで わる。 が も、 が のれ 化、 例へ ば 巧 おお ルは 巧 巧 

四】 



にわで 巧ん ど w 巧の な 化と わしき お 化の 化しい 巧 おに 阳 がする ことになる 〇ホ めに、 かやぅな 刑り 曲 & 

は、 ホ 則 化襄く 巧雙れ 5 をら 3。 ？」 y 、 麗 、む© 菱—的 宵を 貨 ホ？ ベ さも 

の户る ことか ホ おせられ が廉 化の が 別なる お 化を ぶみ する 巧な にめ ては、 巧に 適 W さわ わ ばなら の。 

じ 利の 加惡 S 1 棟は、 判泛 公： がで ある。 をは、 巧に 公-小に 化る 巧 別な が ザ かりのと せらる る 
もな である。 卽も •一が 的に 义は I ぶ S ぶに めて* 化 5 《械麗 に？ る檢 がで 势 がに 璧 してし 
つたが 人-とか 》 义は阴 け M 跑のを 巧からの が 巧 か 叫かに せらる ベ さ 巧な にめ' 一し •れ に迎 化せら む わょ を 
ら « ものである 0 

おかに 化つ てんの が 巧を ぶ 明す る S むぶ は 巧 別なる 稱 がの 刺の 化ぶ としで 巧 おでは ない 〇何 めなら： 

み 训は M みお 巧 义ぴ化 巧れ に 巧す ろ おがに 巧し， ドィッ 凶が S ： がた をが め 用ぶ 廿わぱ ならず、 邮 して、 比 
ホ， 谭 巧と して 巧’ せられた か 蓋、 巧 s . s 的 覆と V 品を でに 孝ら れ たる SS しては もの 

巧 外にが るか かで ある 0 

にんの 化屋 、刑の 養の 加 变は乂 間の 外 舞 養 的 S 化が は 除去に 脚す る附加 的な がに 仏つ て 

化 ホす るので あるが、 をの 外に •なは 刑の おむ にがて 刑の 化 ホが がせねば ならの 〇を むは、 巧 州 W かな々 

の 製、 W いおを、 が 含 制 お 父は む 浸 3お= にを を 《お 器 S 併 科に ょつ てぶ 字ろ 

化の がが を ホの かくみ つを か。 TTW 】 U、 "H 枚； 3、 W わ视 にゎた る 舟. 了 


この 等な 別を 巧 一 » 巧 二 •巧 一二 巧の 巧が とぶ づける ことが 必邀で わらぅ 〇而 して、 ぶ 判 巧は ^.4^ にがて 
刑の なわに かな、 巧-、 巧 二 父は 巧 S ずの 刑の 加 化が ホされ るけ をな ホす るので ある。 お 月は 巧が 化の ぉ 
左に 巧る。 

卽ら* 刑の 加® には ホの ことが をが する。 . 

刑の 化 あとして 巧が せらる べきは ホの かし 0 

5； がが新かか^^もかかか歡をがか、 如露を知が：かがか勢。 ：|い；，、 かか、.をい^^ 

的なる ものと 永久 的なる ものと が ある 0 

W な！： 肿 i い かい を. 歡 かか。 

いぉ 判 巧 かいか かいいる 巧^:^ 、最^ 篆 那 如か か 加 如。 

が 柳 加 ぉか-一^ら 4 い繁は 明か 心を も， 3 小を む £ 如贪 心か^, 款和 如 ，^ JO . 

C 刑の 巧 お 

H 

じ® 巧 (ぎ 皇 i ) ^ 無 巧 

い 一年 力ま 十五が 


(が 沉） 脚） に) 


巧 四 

一巧 巧 ま 十が の お 鋼 (こ ミピ ぉ 一を) 

一迎 H 巧 ま 二 年の 巧が (一一 己一) 

かを 刑：^ か 巧のを 化 

いおみ (一寡 を 一ー ミ) 力ま、 剖を 刑 
於 刑 (ち 3 を す 己 ぶ をが ふ韶々 


刑の 巧が に 巧す る 二 化な 

闲ほ かか ホ お 刑法 にがては 》 ぶが 刑 も ホが に 化かは ねばならの として、 しかし 》 おがは、 化 W のな 取 
が 巧 明され た 巧な にがて、 快し おに M 巧の 巧 さを なて お 巧され るので はない ことを をれ で はなら go 
乂削ホ巧の夕^^れち なにがても、 ホ、 馨をっも《で、 大部分は刑爱び刑2む《ホにかるもの 
である C 化が は、 巧が 人を 巧 かが' の 化の 巧け と 巧へ たに も かか はらず、 刑別衬 むの 巧な は •一 艦に 社 か 
から 永久にが 斥した。 みく ともむな ホが が' 姑で あるか 义 はが' . W となる に 非 ダれば さぅ であつ た 。之に 反 
して、 聞け かみち 巧 的 巧を にがては々 のこと がを 巧す る。 

f 私 か！！！； 云 中 新 襄亂を 震 抓， i を， ぃぃ心 を 心 

么になしで、 战じ间鮮か斬如が斯一^巧^.*^、 ぉ^がか的如がが£1、 か*5:か以かかが^,^^妒^。 


が ホの 刑 化は 》 僧 誌に 閒 しての み、 この おへ ホを ホ庶の 中に 入れた にあぎ をい。 がみなる 阿比ぶ お 
は、 之に K して、 巧 刑になる 邪 & ぴ 血が M なの 杠 巧への 巧 巧を ない ところの 化が に、 かに 化 巧 的に 权巧 
する のを おとす る。 をむ で、 かやうな 化が 人に 巧して は 外が め ホ巧陶 をが に 制 かする ことに 甘ねば なら 
S し、 巧に 化 巧 お々 の 巧 巧なる 化 巧を かつこと になる。 . 

ns 刑の 视师が お 期に 過ぎる ことは、 巧々 の 巧 かに 山ら あが 甘ざる をかない から、 この ことは なみが 
6 とせねば なら « であらう C 

い將 ホ' 巧 化の 刑に 脚して は、 巧 化を きお S ホ 巧に か 巧に 從 W して W る 巧 倒ぶ に 巧ず るを のが 巧が ホが 甘 
られ ねばなら 打 〇化ツ て ホの 規 をを 適な とすろ。 

化 巧を 收 にがて おみ おれは、 か 兆の 一；，：： がを 巧け たる ホが 所 ホし •乂は A 本を 供給した 6 しかぶ か、 
お W おせの 化かに 巧る 巧 巧 人 じ 仏つ て 糖が せらる ベ さか 巧 かぶ ぴ 如何なる 點 までが るかを 化ぶ する 0 
レ 別な 刑には、 閑は 社な ホ 巧 的 か 姐が 適用せられ る。：： く、 人 ra 化 巧に がける 加を 的 化を としでの ザ 巧 
はか 火の す ザ 巧を 说 し、 化 つてむ たの 不 おおを 巧す、 と C 巧ら く かがの 3 化を 巧け たる ホの 化 入の みを 
巧 巧と 巧す ぶは、 巧め るぶ を 適 巧に 制すろ をが 妇で あらう か、 化ぶ 时 一の々 棚を なて、 巧し さ ホは 之を 
巧 巧に 别 する ことになるで あらう。 この 视 風から 次の が 化が ホず る。 

松 巧は 被 吿の化 入ぶ びが まに 曲して、 ホに がかの A 巧して がる 人の 父；^ が W め おがに 脚し 讲 巧を 巧 

巧 五 


因 ホ 

い、 ^れ复ぃてぉ|&^^ね祭い心。 ？|々繁をいシ4^を"震、 一^がががた心をか2^を 
.私 かい京 をし。 がかを に 養 貧：！ 賢卽 苗*^ 4 を 衣 抓が かがを 4 かお if 祭い 心。 

が 利 的け 巧 にがては、 罚な 刑を 巧 一 刑と して 巧して はない 1^0 

格ホは、 巧に》 はが平沒にめ\^被ホの絕^^的、 人め蝴係に付き十かの期巧を巧すため、 巧巧、 内け化 
みちぶ 的闲 はな 祉 なみ •巧ぷ なみ 巧と 聯 をを なるべし。 

別々 刑の 巧 化 不能の 巧 かにが ては、 適 川 甘ら るべき 規定 ホの かし。 

那をか一^ をををも を を 心 ^ご お載襄 敦が 寡お 款 斯か 

をけ ちがる やぅに せらるべし。 

惡 か を^^繁か歡 か を か を學をい，；^中 恶震 於^^:か震 がをか 

ける 巧 巧を ぶけべ し。 

卜阴 令の 巧な にがて •化课 のな 化が 巧に 巧が なる のはを なて I 月 ホ 滿〇巧 巧が 適が と 化 はれる 巧な に 
は、 巧 巧を S 化す ことを がる。 巧 巧は 巧た 化に 巧す る 化 化 巧 ん い。 . 
作な C 刑は 巧が 刑ょ なを 胜 しく、 巧细 刑は 巧 巧 刑ょ 6 も嚴 しくな むせられる ことは、 巧 巧 的 おぶな るな 
ぶ k 巧が である 〇 巧に、 谋巧 度び 巧が にがては、 W 比 か M 巧は、 もの 内部を が 化する の 必：耍 上、 化 邪、 
を^^巧卜：が斥ずるのであるといふ化巧が示切せわばならの。 もれは、 巧弗人がぶ巧满巧といふ闲ぶホ，5- 


巧の 姑 合の かに 巧 己 日ら を 巧いた がめ である。 犯 ホ 人が 闻は 化问 巧から が搁 甘ら れる ことのが 化なる に 
つれ、 このが 隔は又 一林 强 くを かし $ られゎ ばなら 《。 

刑の 辆 巧に めける 巧朽 は、 巧い 彻問 のが 巧の 後 かれて 可能で あるので、 が 彻の n ホ 刑に W つては、 化 
巧人はかかる巧おを巧へられ巧をいといふことは巧巧のあおの概な - H 、 ホ巧巧でゎる〇 
户 化の 刑の 巧 巧、 巧に 巧 刑の かきは 巧を 甘ら るべき である 〇 をの 材 がは、 刑を 巧む すべき ホに 巧して 彻 
巧し がられない 0 

卜 詔 巧は 刑と してを めら れ るので、 巧に 巧 刑と かに 3 巧 さるべき である 〇 この 巧 刑は 》 か 兆の 言 巧を 巧 
けたる ホが 判 巧に めて をれ られ たる 助閒內 に、 巧に 巧を 化した る 巧な にめ て 執が 甘ら るべき である 〇述 
巧は、 かおの 倒 化を をけ たる ホに 巧す るかが 上の 攻 化が、 もの 巧 巧た る ものと して、 ながれが ホ钱 した 
巧 介に 3 渡される ので ある 〇牛 巧が、 この ホ鸣の 琪れる ことを が 明す る 巧な のために 怕 刑が。；！ がされる 
ので ある。 

な 化 度び おけの 化 川を ず 能なら しめる あ 分が 刑で あるか 巧 巧 巧 分で あるかと いふ 論 巧は がく 巧く。 な 
化を 巧し 化は ダる ときは •巧 別なる 巧 合に がて、 刑を 巧すべき である。 な收 巧の 引が しは、 何人の 手 か 
らも 强财 めに 之を 巧し がべき である。 

円と 


五 巧 罪人る 犯罪 じ 勤す る 最もを 果 的なる 防衛 じついて 

化耶ぶび化那人に巧する化も巧巧のなる防做は、 闲^^け化を馈の胸中に、 ドィッのぶ巧桃なをり化めし 
め •化が の 巧が 歧 がの 巧に 闲 け をれ だする ことで ある 〇闲： おな ホぶ 闷ぶ にめ ては、 ぶ 一に、 この 化かの 
巧に、 火なる 闽 K 的 助力と して 阴 かなち 巧述 脚が げび かけらむ る。 

巧 由が 巧ぶ k ぶの お罚 也に あらゆる 巧ぶ 及 ぴ化ぷ の おかは、 が 巧 速 反に 巧す る M でに めて 銳 がなる 巧 
巧であるが、 もれは、 いつもあ巧のであるとは限らない〇 巧も效巧のなホ段は、 唯、 ドィッ闲：^^がが巧度 
び 巧務惦 むの 化かを ぶを に： 冉巧 $ し、 化つ てぶ 巧ぶ；；： r か 抬础せ しれられる ことで あるで あらぅ C こ SH 的 
の 巧の 巧 巧め をる 削では、 夕 软の闲 化：！ 化を ぶ W おがぶ k から 谁 6 、 闊 化 M 巧を ••个 巧に 巧 火 化する 闲 
巧の あ 巧の W が 巧 おに 化 おせしめる であらぅ。 かくてぶ がぶ k は、 をのが 巧から 姑が 甘 しめられ るで わら 

.っ 0 

(wg この M 如から 化 じたる 巧 ドィッ 刑 化 巧 A を (巧： 巧け I 九 量 一年 .丄 九 3 け ザ】 じ 巧す る俩 々の 批判め な 化 巧は ぶ 
なののへ それぞれ 巧 山され たので もる C 
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巧な 年 

巧】 巧 大正 
巧 一一 巧ク 

巧 二 I 巧ク 

巧 巧 巧ク 
巧 お致ク 
巧々 巧 ♦ 

巧 セ度ク 

巧' 八巧ク 
巧 九巧ク 

巧 1 0 巧ク ー 


二、 口 巧を 巧 かがな 判 巧な 巧 ボ及村 巧み 書 
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